	地域密着型サービス　運営推進会議　報告書


施 設 名：　寿生の丘
施設種類：　グループホーム　・　小規模多機能型居宅介護施設(該当に○)
日　　時：　R6年 6月24 日　　　　14　時　～　15　時
会　　場：　ケアハウス寿生の郷　会議室
	利用者代表
	1人
	駅前交番所長
	　　1人

	利用者家族
	1人
	高齢者あんしん支援センター職員
	　　1人

	地域住民の代表
	1人
	出雲市職員
	1人

	その他(ＧＨ管理者・GH係長・保育園園長・サ高住施設長・特養施設長・総務部長)
	6人


出 席 者：　　
　　(人数)
（議題）
　１：事業　(活動)　報告
　２：意見交換
　
1．グループホーム管理者より事業（活動）報告　　
(１)Ｒ6年度第1回開催以降の活動報告等
・月行事：花の郷ドライブ遠足、食事会、誕生会
・日課：ラジオ体操、リハビリ体操など、家事（洗濯物干し、ゴミ箱づくりなど）
・日々の活動：塗り絵、歌唱、脳トレ、パズル、積み上げ、ドライブ（キララ多岐、斐川公園、出雲空港など）
・入退所状況：３名入所
　　　・９０歳女性　要介護２の方：介護老人保健施設より（４月）
　　　・９２歳女性　要介護２の方：在宅（ショートステイ先）より（５月）
　　　・８７歳女性　要介護２の方：在宅（益田）より（５月）
・内部研修：接遇（４月）、認知症ケア（５月）
　　・外部研修：出雲市認知症研修会受講
・ヒヤリハット、事故報告（２～６月）
　　　ヒヤリハット－転倒、転落の危険、薬の落下、離設の可能性、消毒液を嘗めそうだった、歩行器使用の方の独歩、車いすのネジの緩み、ベッドのストッパー忘れ、義歯装着忘れ、便座を下げずに座られた
　　　事　故－転倒（居室、廊下、トイレなど）、薬の吐き出しや付け忘れ、離設、
タンスが倒れた
・R６年度外部評価を運営推進会議で行う。８月から始めるのでたくさんの意見
をいただきたい。
（2）入居者の状況報告（5月31日現在）
　　　　[入所者17名（男性0名）（女性17名）][年齢81～98歳]
2．意見交換
《家族》
　・義母は花が好きで、花の郷に行ったことをとても喜んでいた。家にいた時から花見に出かけていたので嬉しかったよう。
《利用者》
　・この前１度出させてもらったがよくわからなかった。ぼちぼち慣れて役に立つようなことができればと思う。
　　（管理者）小さな字でも眼鏡をかけて小説を読んでいる。これからも趣味の時間を楽しんでもらいたい。
《地域ボランティア》
　・自分自身介護を３年くらい離れている。大津高齢者福祉部が認知症の方を見かけたらどうしたらいいかなど訓練しているが、そのような方の役に立てたらいいなと思う。
《駅前交番所長》
　・治安情勢について。交通事故の発生状況。出雲署管内では死亡事故１件発生した。県下の死亡事故の特徴は道路歩行中が大半。高齢者の割合多い。施設でも遠足や歩く際など信号機や横断歩道を利用し、車が止まったのを確認してほしい。止まらない車もある。
　　特殊詐欺被害が出雲は多い。昨年県下７１件中出雲は２５件。松江よりも多い。今年は件数、被害額とも減少しているが、通報はしたが被害届を出さないこともあり実際は増えている。特殊詐欺注意報も出し注意喚起を呼び掛けている。パソコンがウイルス感染した、違法サイトを見た、高額当選金が当たったなどから騙されるケースがある。２０～７０歳代で幅広い年齢層で被害がある。非通知、県外、０５０の電話、＋表示の国際電話も多く詐欺だと思って注意してもらいたい。税務署を名乗って定額減税の払い戻しがあるなどと話し通帳から送金させるという被害も。老人ホームの入居権の話から名義貸しは犯罪、保証料を払わされるという手口もある。７月から新紙幣が出る。それに伴い、いろいろな手口も出てくる。時代に応じて手口も変わってくる。いろいろな知識を持ってほしい。SNS型投資、ロマンス詐欺が増えている。県下の被害額も半年で億を超えている。６０代や退職金をもらった方など金利が低いので投資でと考えて被害にあう人もいる。会ったことのない人の話は信用しない、一人で判断せず警察に相談してほしい。
《市役所》
　・自分が行った中で一番高いところにあるグループホーム。避難訓練等していると思うが危機対策はどうしているか。
　　　（管理者）立地的に水害対策の訓練はしていないが、火災訓練はしている。幅広い訓練をしていかないといけないと思っている。長雨での土砂災害もあるので検討していきたい。
　・水害から交通が寸断されたり、職員がどうやって出勤するのかということもある。
　　　（管理者）放水路もあり安心しているところもあったが、交通がマヒした時のことも考えなくてはいけないと思う。　
《あんしん支援センター》　
　・入居者の状況について。大抵の方が８０歳以上の後期高齢者の方で平均年齢と平均介護度が逆転していて年齢だけではないと感じる。
　　　（管理者）移動で見るとまつ棟では押し車で歩いたり、何も持たずに歩く方もいるが、年齢的には９０歳代の方が多い。たけ棟では車いす使用が４名で、１名は自走されるが９９歳の方もいる。平均年齢はたけ棟が若いが重度化していて必ずしも介護度は年齢に比例していない。
　・外出にもある程度の体力が必要、介護度が上がるとお出かけも大変では？
　　　（管理者）車いすの方も何とか立ち上がりはできるので、車に乗車し花の郷にも出かけられたが、押し車の方も途中で疲れて車いすになったりほとんどが車いすを使用する。施設内などは押し車でも外出時は車いすの方が安全に楽しめる。
《特養施設長》
　・災害の多い時期となりBCPも作られていると思う。水害の地域に当たらないが土砂災害についても法人として取り組んでいきたい。原子力の避難計画もある。出雲市は３０ｋｍ未満で屋内退避だが指示が出れば避難となる。また、入居の方に安心してもらえるよう協力医療機関で介護保険の制度が変わったところがあり、グループ内に寿生病院があり現在契約手続きの最中だが共同で取り組んでいきたい。外出等取り組んでいるが事故などに気を付けてほしい。
《サービス付き高齢者向け住宅施設長》
　・いろいろな活動していてアクティブに過ごしてる印象。少子高齢化が進み、子供
がない方、独居の方多くなっている。身の回りの手伝いをする人が兄弟、親戚の
方であったり、遠方に兄弟がいる方はなかなかお世話ができない。グループとし
てお困りの方に出来るだけ力になれればと思った。
《総務部長》
・入居が現在１７名で一時職員の体制もあり受け入れが出来なかったがほぼ満室
　と安心している。職員の退職後補充が来づらいのが昨今だったが、求人を出す
とポツポツと問い合わせがあり少し動きがあるかと感じる。佐田の施設でミャ
ンマーからの外国人材があり活用していると。こちらにも何件か話は聞いてい
て、実際に活用することを考えたこともあった。この先のことを考えれば活用
も考えなければいけないかと。市内の施設には外国の方はどのくらいいるのか。
（市役所）人材不足は慢性化している。市内の施設では少しずつ採用されて
いる。医療専門学校に施設が費用負担して通いながら仕事もしていると
ころもある。実際人材として補足できるのか半信半疑なところもあるが
理解は広がっている。
　　・いつどうなるかわからない。そのようなことも考えながら利用者のために取り
組んでいきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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